
仙
北
市
議
会
議
長

青
柳
宗
五
郎

　

さ
る
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
選
挙
後
、
初
の
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
再
び
、
議
長
の
要
職
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
選
挙
戦
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
様
か
ら
、
特
に
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
に
か
か
る
多
く
の
ご

意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
い
た
し

ま
し
た
。

　

生
活
の
基
盤
で
あ
る
市
道
の
改

良
等
は
、
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
国
道
46
号
の
改
良
を
は
じ

め
と
し
て
、
国
道
１
０
５
号
の
高

規
格
化
、
ひ
い
て
は
大
曲
西
道
路

に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
本
市
の
悲

願
で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
・
県
等
、
関
係
機
関
に
は
、

更
な
る
要
望
活
動
を
強
化
い
た
し

ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
に
お
応
え

す
る
為
に
は
、
徹
底
し
た
市
政
の

ス
リ
ム
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
市
政
の
推
進
と
議
会
の

円
滑
な
運
営
の
為
、
懸
命
の
努
力

を
傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
を
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
を

仙
北
市
議
会
副
議
長

黒
沢
　
龍
己

　

こ
の
度
、
臨
時
初
議
会
に
お
い

て
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
、

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
と

共
に
、
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
四
期
目
と
し
て
、

自
分
の
や
る
べ
き
事
を
、
し
っ
か

り
と
頭
に
入
れ
、
議
会
運
営
に
当

た
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
、
議
会
で
は
議
員

同
志
の
対
話
を
大
事
に
考
え
て
、

副
議
長
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

私
は
、
議
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
と

し
て
、
互
い
に
話
し
合
い
、
よ
り

良
い
議
会
を
目
指
し
て
行
く
こ
と

を
目
標
に
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、

仙
北
市
民
の
将
来
の
為
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

議
員
同
志
の
対
話
で
よ
り
良
い
議
会
に

臨時号

主な内容
改選後の初議会……………P2
新角館庁舎基本設計、
編集後記………P3〜4
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５
月
８
日
臨
時
会
に
お
い
て
、

正
・
副
議
長
の
投
票
に
よ
る
選
挙

を
行
い
、
議
長
に
青
柳
宗
五
郎
議

員
、
副
議
長
に
黒
沢
龍
己
議
員
が

当
選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
の
構
成
も

決
定
し
、
29
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
等
の
専
決
処
分
６
件
と
議

会
選
出
の
監
査
委
員
に
小
林
幸
悦

議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
承
認
、

同
意
し
ま
し
た
。
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
に
は
、

青
柳
宗
五
郎
議
長
を
選
出
し
ま
し

た
。

■

投
票
結
果

議
長
選
　
有
効
投
票
17
票

当
選　

青
柳
宗
五
郎
10
票

　
　
　

稲
田　

修　

４
票

　
　
　

荒
木
田
俊
一
２
票

　
　
　

伊
藤　

邦
彦
１
票

副
議
長
選
　
有
効
投
票
17
票

当
選　

黒
沢　

龍
己
10
票

　
　
　

伊
藤　

邦
彦
４
票

　
　
　

田
口　

寿
宜
１
票

　
　
　

平
岡　

裕
子
１
票

　
　
　

荒
木
田
俊
一
１
票

　

以
上
の
結
果
で
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
構
成
な
ど
は
次

の
通
り
（
◎
委
員
長
、
○
は
副
委

員
長
。　

敬
称
略
）

■

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
真
崎
寿
浩
、
○
高
橋
豪
、
伊
藤

邦
彦
、
八
栁
良
太
郎
、
高
久
昭
二
、

稲
田
修

■

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

◎
平
岡
裕
子
、
○
武
藤
義
彦
、
門

脇
晃
幸
、
黒
沢
龍
己
、
小
林
幸
悦

■

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
阿
部
則
比
古
、
○
田
口
寿
宜
、

高
橋
輝
彦
、小
木
田
隆
、熊
谷
一
夫
、

荒
木
田
俊
一

■

予
算
常
任
委
員
会

◎
八
栁
良
太
郎
、
○
熊
谷
一
夫
、

門
脇
晃
幸
、武
藤
義
彦
、高
橋
輝
彦
、

小
木
田
隆
、
高
橋
豪
、
平
岡
裕
子
、

田
口
寿
宜
、
阿
部
則
比
古
、
黒
沢

龍
己
、
荒
木
田
俊
一
、
小
林
幸
悦
、

伊
藤
邦
彦
、真
崎
寿
浩
、高
久
昭
二
、

稲
田
修

■

議
会
運
営
委
員
会

◎
荒
木
田
俊
一
、
○
高
橋
豪
、
武

藤
義
彦
、
高
橋
輝
彦
、
小
木
田
隆
、

田
口
寿
宜
、
阿
部
則
比
古

■

大
曲
仙
北

■

広
域
市
町
村
圏
組
合
議
員

熊
谷
一
夫
、
阿
部
則
比
古
、
八
栁

良
太
郎
、
青
柳
宗
五
郎

■

会
派
構
成

　

会
派
構
成
は
、蒼
生
会
９
名
（
代

表　

黒
沢
龍
己
、
副
代
表　

小
林

幸
悦
、
幹
事
長　

高
橋
豪
、
田
口

寿
宜
、
八
栁
良
太
郎
、
真
崎
寿
浩
、

武
藤
義
彦
、高
橋
輝
彦
、門
脇
晃
幸
）

無
会
派
９
名
（
熊
谷
一
夫
、
平
岡

裕
子
、荒
木
田
俊
一
、阿
部
則
比
古
、

伊
藤
邦
彦
、
高
久
昭
二
、
稲
田
修
）

と
な
り
ま
し
た
。

臨
時
会  

議
会
・
委
員
会
構
成
決
ま
る

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

党
及
び
会
派
に

属
し
な
い
議
員

黒

沢

龍

己

小

林

幸

悦

髙

橋

　

豪

田

口

寿

宜

八
桺
良
太
郎

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

小
木
田
　
隆

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

阿
部
則
比
古

荒
木
田
俊
一

伊

藤

邦

彦

高

久

昭

二

稲

田

　

修

議 案
第 58  号

専決処分の承認について（仙北市放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例） 5/8 承認 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛

議 案
第 59  号

専決処分の承認について（仙北市田沢湖観光情報
センター指定管理者） 5/8 承認 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛

議 案
第 63  号 平成 30 年度仙北市一般会計補正予算（第 1 号） 5/18 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 反 賛 反 反 反

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

凡例 :賛→賛成、反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 平成30年 仙北市議会臨時会（招集日：5/8,18）

門
脇　

晃
幸

平
岡　

裕
子

伊
藤　

邦
彦

武
藤　

義
彦

田
口　

寿
宜

真
崎　

寿
浩

高
橋　

輝
彦

阿
部　

則
比
古

八
桺　

良
太
郎

小
木
田　

隆

黒
沢　

龍
己

高
久　

昭
二

高
橋　

豪

荒
木
田　

俊
一

稲
田　

修

熊
谷　

一
夫

小
林　

幸
悦

青
柳　

宗
五
郎
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7,483万円 
可
決

新角館庁舎建設
実 施 設 計 予 算

5/18 臨時議会

市民協働を活性化させる、
　　　　　　まちづくりの拠点「新角館庁舎」

新角館庁舎は角館町・田沢湖町・西木村の２町１村が合併し、 「小さな国際文化都市」

を目指す仙北市にとって、 新たな市民協働の核としての役割を求められています。

市民協働によって市民が主体的にまちづくりを行える場として新角館庁舎をつくります。

また、 城下町角館の屋根が連なる風景を大切に、 市民が安心して訪れ、利用できる新

庁舎を計画します。

1. 市民が利用しやすい庁舎

2. 市民が集い、親しみやすい庁舎

行きたい場所がわかりやすく
　　　　　　市民が立ち寄りたくなる新角館庁舎

市民活動が周辺施設やまちへと連続し
　　　　　　　　　　　　市民が集う新角館庁舎

3. 防災拠点としての庁舎

4. 行政需要の変化に対応できる庁舎

あらゆる災害を想定した
　　　　　BCP （万全の事業継続型）庁舎

行政組織の変化・市民協働の充実にも
　　　　　　　　柔軟に対応できる平面計画

5. 環境や景観に配慮した庁舎

6. 徒歩による来庁者に配慮した庁舎

自然エネルギーを活かし
　　　　　　　　　人や環境にやさしい計画

幅広く連続する庇により
　　　　雪や雨でも安全・安心にアプローチ

計画概要
計 他 9-87沢菅中町館角市北仙県田秋　舎庁館角新①　：    地画

　　　　　    ②職員駐車場　秋田県仙北市角館町中菅沢 82-9 他

用途地域：　第一種住居地域

敷地面積：　13,531 ㎡（①+②）

　　　　        ①新角館庁舎　6,272 ㎡

　　　　　   ②職員駐車場　7,259 ㎡

道　　路：　西側（市道田町山公園線）幅員 16.0m（車道 8.0m）

建ぺい率：　60%

%002　：    率積容

防火地域：　指定無し

主要用途：　庁舎、自動車車庫

【新角館庁舎】
建築面積：　2,208.50 ㎡
延床面積：　3,652.33 ㎡
階　　数：　地上 2階
構　　造：　鉄筋コンクリート造+一部鉄骨造
耐火種別：　耐火建築物

【公用車車庫】
建築面積：　約 754.00 ㎡
延床面積：　約 754.00 ㎡
階　　数：　平屋
構　　造：　鉄骨造
耐火種別：　準耐火建築物

　地域の創意工夫による行政運営、生活圏の広域化、多様化する
市民のニーズ、少子・高齢化など、仙北市を取り巻く環境に様々な
変化が生じています。
 これらの環境変化の課題に対し、①市民協働、②行政機能の集約
と分散、③人材育成をポイントに、市が掲げるまちづくりの方針を
具現化できる新角館庁舎をつくります。

　新角館庁舎は、市民や団体等が活動できるスペースをまちと
の接点に計画します。様々な市民活動を積極的にまちへ発信し
市民交流を発展させます。また、内装材に木を使い温もりある
デザインにより、居心地のよさ、親しみやすさがあふれる新庁
舎とします。

　市庁舎は、あらゆる災害に対し市民を守る砦となります。その
ためには、災害発生直後から庁舎機能を十分発揮できることが
重要となります。あらゆる災害を想定し、必要な機能を設計段階
から計画することで、万全なBCP庁舎となります。

　市庁舎には、様々な社会変化による市民需要に柔軟な対応が
求められます。また、市内の3庁舎の役割や職員数の変化などに
も柔軟に対応できる建物をつくります。さらに、市民協働の充
実や要望にも対応できる、柔軟性の高い建物をつくります。

　角館の気候、文化が培ってきた屋根形状を継承し、またそれ
を活かし、自然エネルギーの計画的な利用を図ります。屋根や
庇を活かした自然光の利用と制御や換気計画、地中熱を利用し
た路面融雪や床暖房を計画し、角館らしい環境・景観配慮のある
建物をつくります。

　高齢化が進む中、市民バス等公共交通や徒歩による来庁者が
増加する傾向にあります。また、観光客の駅や空港からの主な
移動手段は公共交通となっています。
　徒歩＆公共交通機関に対応した、市民から観光客まで誰もが
訪問しやすく季節・天候に左右されない施設整備を行います。2 階

1階

窓口（事業関係）

窓口（市民関係）

事務室

会議室

ロータリー

市道
田町山公園線

緑の庭

事務室 待合
スペース

市民
スペース

会議室
（防災対策室 )

多目的
駐車場

庇

テラス

駐輪場

職員用階段

エレベーター

階段

階段
職員用階段
エレベーター

メイン
エントランス

事務室
市民スペース

階段

待合
スペース

職員駐車場

来庁者駐車場

ロータリー

緑の庭

市道 田町山公園線

仙北市角館交流センター

仙北市立
角館こども園

園庭

仙北市
健康管理センター

受水槽

駐輪場
（10台）

ポンプ庫

駐車場出入口

▽敷地境界線

▽敷
地境
界線

▽
崖
地
に
よ
る
規
制

歩道

（83台）

（180 台）

緑地

N
多目的駐車場
（2台）

事務室

市民スペース

会議室

公用車車庫
（28台） 事務室

バス停

来庁者乗用車動線

職員乗用車動線

公用車車両動線

歩行者動線

市民スペース
配置計画図

周辺施設に配慮した敷地利用計画
配置計画

新角館庁舎
・敷地に接する市道に沿ってイベント利用が可能なロータリーを設け、バスやタクシーが寄り付きやすい計画とします。
・建物前面に広く長い庇を設け、天候の変化に影響されない安全な外部空間を計画します。

職員駐車場
・公用車車庫は敷地形状に沿った扇形平面形状とし、敷地の有効利用を図ります。
・出入口を2か所とすることで、公用車と職員の乗用車の動線が重複しない計画とします。

わかりやすい施設構成
平面計画

木質の親しみやすい内装
内装計画

１階平面計画
・ロータリーに面したわかりやすい位置にメインエントラ
ンスを設けます。また、来庁者駐車場や健康管理センタ
ーからも出入りしやすい位置にサブエントランスを設
け、使い勝手のよい計画とします。
・市民スペースのわかりやすい位置に総合案内やエレベ
ーター、階段を設け、目的窓口へ迷わずアクセスできる
計画とします。
・市民開放エリアを外に面して計画し、日常的に市民や観
光客が集うことができるスペースとします。
・1階会議室は待合スペースと市民スペースに面し、全開
放可能な可動間仕切りとし、様々な使い勝手に柔軟に対
応できる計画とします。

２階平面計画
・2階の会議室は非常時には防災対策室として機能する
会議室を計画し、すぐそばには防災設備専用の収納庫
を設けることで、迅速に対応可能とします。
・待合スペースは勾配高天井とすることで、開放感ある
空間とします。

・新角館庁舎は木を基調とした内装と
し、居心地のよい親しみがわく角館
らしい雰囲気の庁舎とします。
・市民ロビーや窓口は、木の椅子や
テーブルを採用し、木が香る、やさし
く市民を迎え入れる、親しみやすい
庁舎とします。

サブエントランス

2 階

1階

窓口（事業関係）

窓口（市民関係）
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多目的駐車場
（2台）

事務室

市民スペース

会議室

公用車車庫
（28台） 事務室

バス停

来庁者 乗用車動線

職　員 乗用車動線

公用車 車両動線

歩行者 動線

市民スペースを見る
配置計画図

ルーバー

焼杉 カーテン
ウォール

屋根：金属板葺き

西側立面図

① 新庁舎建設工事

②公用車車庫建設工事

③外構工事

小　計

合　計

金　額 備　考区　分

消費税 (8%)

1,418,136,000

96,789,000

117,150,000

1,632,075,000

1,762,641,000

130,566,000

税別

税込

伝統的な屋根が連なる街並み

格子がつくる立面 黒板塀がつくる角館の街並み

周辺施設に配慮した敷地利用計画
配置計画

新角館庁舎
・敷地に接する市道に沿ってイベント利用が可能なロータリーを設け、バスやタクシーが寄り付きやすい計画とします。
・建物前面に広く長い庇を設け、天候の変化に影響されない安全な外部空間を計画します。

職員駐車場
・公用車車庫は敷地形状に沿った扇形平面形状とし、敷地の有効利用を図ります。
・出入口を二カ所とすることで、公用車と職員の乗用車の動線が重複しない計画とします。

角館のまちなみを継承する屋根のある庁舎
外観計画

分かりやすい明快な施設構成
平面計画

木質の親しみやすい内装計画
内装計画

１階平面計画
・ロータリーに面したわかりやすい位置にメインエントラ
ンスを設けます。また、来庁者駐車場や健康管理センタ
ーからも出入りしやすい位置にサブエントランスを設
け、使い勝手の良い計画とします。
・市民スペースの分かりやすい位置に総合案内やエレベ
ーター、階段を設け、目的窓口へ迷わずアクセスできる
計画とします。
・市民開放エリアを外に面して計画し、日常的に市民や観
光客が集えるスペースとします。
・1階会議室は待合スペースと市民スペースに面し、全開
放可能な可動間仕切りとし、様々な使い勝手にフレキシ
ブルに対応できる計画とします。

２階平面計画
・2階の会議室は非常時には防災対策室として機能する
会議室を計画し、すぐそばには防災設備専用の収納庫
を設けることで、迅速に対応可能とします。
・待合は勾配高天井とすることで、開放感ある待合スペー
スとします。

・屋根は切妻屋根の無落雪型とし、妻面を正面に向け
たデザインにより、周辺の施設群との調和を図り、地
域全体が市民や観光客を迎え入れる、角館らしい佇
まいを演出します。
・新角館庁舎の顔となる西側外観には角館の武家屋敷
に散見される格子や黒板塀をモチーフとした外装を
用い、西日の遮光と併せ、角館らしいまちなみの形成
に寄与します。

・新庁舎は木を基調とした内装とし、
居心地の良い親しみがわく「角館ら
しい」雰囲気の新庁舎とします。
・市民ロビーや窓口は、木の椅子や
テーブルを採用し、木が香る、優しく
市民を迎え入れる、親しみやすい新
庁舎とします。

概算工事費
事業費
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市民協働を活性化させる、
　　　　　　まちづくりの拠点「新角館庁舎」

新角館庁舎は角館町・田沢湖町・西木村の２町１村が合併し、 「小さな国際文化都市」

を目指す仙北市にとって、 新たな市民協働の核としての役割を求められています。

市民協働によって市民が主体的にまちづくりを行える場として新角館庁舎をつくります。

また、 城下町角館の屋根が連なる風景を大切に、 市民が安心して訪れ、利用できる新

庁舎を計画します。

1. 市民が利用しやすい庁舎

2. 市民が集い、親しみやすい庁舎

行きたい場所がわかりやすく
　　　　　　市民が立ち寄りたくなる新角館庁舎

市民活動が周辺施設やまちへと連続し
　　　　　　　　　　　　市民が集う新角館庁舎

3. 防災拠点としての庁舎

4. 行政需要の変化に対応できる庁舎

あらゆる災害を想定した
　　　　　BCP （万全の事業継続型）庁舎

行政組織の変化・市民協働の充実にも
　　　　　　　　柔軟に対応できる平面計画

5. 環境や景観に配慮した庁舎

6. 徒歩による来庁者に配慮した庁舎

自然エネルギーを活かし
　　　　　　　　　人や環境にやさしい計画

幅広く連続する庇により
　　　　雪や雨でも安全・安心にアプローチ

計画概要
計 他 9-87沢菅中町館角市北仙県田秋　舎庁館角新①　：    地画

　　　　　    ②職員駐車場　秋田県仙北市角館町中菅沢 82-9 他

用途地域：　第一種住居地域

敷地面積：　13,531 ㎡（①+②）

　　　　        ①新角館庁舎　6,272 ㎡

　　　　　   ②職員駐車場　7,259 ㎡

道　　路：　西側（市道田町山公園線）幅員 16.0m（車道 8.0m）

建ぺい率：　60%

%002　：    率積容

防火地域：　指定無し

主要用途：　庁舎、自動車車庫

【新角館庁舎】
建築面積：　2,208.50 ㎡
延床面積：　3,652.33 ㎡
階　　数：　地上 2階
構　　造：　鉄筋コンクリート造+一部鉄骨造
耐火種別：　耐火建築物

【公用車車庫】
建築面積：　約 754.00 ㎡
延床面積：　約 754.00 ㎡
階　　数：　平屋
構　　造：　鉄骨造
耐火種別：　準耐火建築物

　地域の創意工夫による行政運営、生活圏の広域化、多様化する
市民のニーズ、少子・高齢化など、仙北市を取り巻く環境に様々な
変化が生じています。
 これらの環境変化の課題に対し、①市民協働、②行政機能の集約
と分散、③人材育成をポイントに、市が掲げるまちづくりの方針を
具現化できる新角館庁舎をつくります。

　新角館庁舎は、市民や団体等が活動できるスペースをまちと
の接点に計画します。様々な市民活動を積極的にまちへ発信し
市民交流を発展させます。また、内装材に木を使い温もりある
デザインにより、居心地のよさ、親しみやすさがあふれる新庁
舎とします。

　市庁舎は、あらゆる災害に対し市民を守る砦となります。その
ためには、災害発生直後から庁舎機能を十分発揮できることが
重要となります。あらゆる災害を想定し、必要な機能を設計段階
から計画することで、万全なBCP庁舎となります。

　市庁舎には、様々な社会変化による市民需要に柔軟な対応が
求められます。また、市内の3庁舎の役割や職員数の変化などに
も柔軟に対応できる建物をつくります。さらに、市民協働の充
実や要望にも対応できる、柔軟性の高い建物をつくります。

　角館の気候、文化が培ってきた屋根形状を継承し、またそれ
を活かし、自然エネルギーの計画的な利用を図ります。屋根や
庇を活かした自然光の利用と制御や換気計画、地中熱を利用し
た路面融雪や床暖房を計画し、角館らしい環境・景観配慮のある
建物をつくります。

　高齢化が進む中、市民バス等公共交通や徒歩による来庁者が
増加する傾向にあります。また、観光客の駅や空港からの主な
移動手段は公共交通となっています。
　徒歩＆公共交通機関に対応した、市民から観光客まで誰もが
訪問しやすく季節・天候に左右されない施設整備を行います。

　5 月 18 日、臨時議会が開かれ、補正予算や条例改正案などが審議されました。
　補正予算は、新角館庁舎整備に関する基本設計業務の完了に伴う実施設計予算 7,483 万円が主な内容であり、
本会議での審議の他、今年 3 月で完了している基本設計の内容等について、議員全員協議会を開催し、市か
らの詳細報告とそれに対する質疑が行われました。各議員からは、建設コストや建設用地、近隣住宅や施設
等への影響、また、利用者である市民への配慮や安全対策、住民意見の反映など、様々な観点からの質疑・
意見が出されております。（協議の内容は次ページに掲載）
　採決の結果、賛成多数で補正予算、条例改正案ともに可決されました。

仙北市役所 新角館庁舎イメージ



■発行／秋田県仙北市議会　〒014-1201秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　TEL0187-43-0334
■印刷／株式会社松本印刷　仙北市角館営業所

新角館庁舎建設を議論 
　「実施設計に市民の声を反映させるべきだ」
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質問　今回の基本設計には住民の意見はどのように盛り込まれているのか。また、住民説明会は 6 月中旬を予定し
ているようだが、本来であれば、基本設計が完成した後に説明会を行い、その後実施設計予算を計上するの
が筋ではないか。基本設計に対する住民の意見が実施設計に反映される余地はあるのか。

答弁　これまで、市民の皆様の意見は様々な形で基本設計上でも考慮している。また、今後この基本設計を市民の方々
にお伝えして、そこで頂いたご意見については、できる限り反映させるべく努力していく。

質問　建設については具体的にどういったコスト削減手法が用いられているのか。また、庁舎の維持管理経費はど
のようになるのか。

答弁　特にランニングコストに重点を置いて、地中熱システム等を検討した。また、地盤が強固であるため杭工事
が必要ないなど建設費も抑えることができる。年間の維持管理費は、潟上市の庁舎を参考にして積算したが、
約 6,000 万円程度と見込んでいる。

質問　冷暖房に地中熱を利用する仕組みを検討しているようだが、説明では、従来方式を採用した場合と比較して、
イニシャルコストを 30 年程度で回収できるとしているが、修繕等を考慮すると果たして大丈夫なのか？

答弁　ポリエチレン管を地下に 53 本埋設し、熱交換器は地上に設置されるため腐食の心配もなく、計画通りに行く
ものと考えている。

質問　角館庁舎の建設位置は高台で良いのか？また、駅を中心にして道路の拡幅なども行う必要が出てくる可能性
もあり場所的にふさわしくないと思うがどうか。また、角館庁舎は将来的に仙北市の一体型庁舎となり得る
のか？

答弁　建設位置については、高台だが、用地買収の必要がないため財政上有利である。場所の変更は考えていない。
道路等の安全対策は計画的に進めなければならない。今後高齢化が進むであろうし、市民バスなどの交通手
段の確保も必要と考える。また、今後の人口減少や行政ニーズによって組織集約の在り方は検討が必要だが、
今回の庁舎新築については、現庁舎の老朽化を第一に考えた上で、現在可能な限り一定の集約化を目指した
事業であるということを理解頂きたい。

質問　建設地が高台にあるため、利用のしにくさも住民から指摘されているはずだが、利用者に配慮するという点
で基本設計にはどのようなことが盛り込まれているのか。

答弁　市民バスのためのロータリーも設置し来庁者に配慮する予定である。また、冬期間などは歩道の除雪を徹底
するなどし、徒歩等での利用者に対する安全対策を行っていく。

質問　角館こども園と職員駐車場が隣り合わせであるため、安全対策が必要であると考える。また、駐車場内の安
全対策についても検討するべきであるがどうか。

答弁　角館こども園への通路と職員駐車場の出入口が重なる部分があるため、朝夕はその部分を利用しないなど安
全対策を取る。また、高齢者ドライバーによる駐車場内での事故防止のため、十分なスペースの設置や道路
サイン計画などを充実する。

質問　建設予定地の一角に民有地が入り込んでいて、非常に窮屈さが感じられる。賃借または取得するべきと考え
るがどうか。

答弁　平成 21 年までは賃借していたが現在は相続人が多数存在し、今のところ賃借や売買ができない状況である。
今後、司法書士等と協議しながら取得に向けて動いていきたい。

質問　建設用地の後ろ側は崖になっており、その下には住宅があるが、安全対策は大丈夫なのか。
答弁　用地の後ろ側は急傾斜地に指定されているため県にも確認の上調査した結果、全ての法面が安全に保護され

ていることが確認されているので、周辺住宅に与える影響はないと考えている。

平成 30 年 5 月 18 日
市 議 会 全 員 協 議 会


